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選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

ヤチグモ類 
 

 

 

 

ほぼ県内全域 

 

 

本州中部以南，四国，九州 

 

 

主として農村地帯～自然林。森林のリター，袖群落の根方，林内崖地

の窪みなどに棚網を作って生息。 

 

各地域の自然林のリターや洞穴などで，複数のヤチグモ類が確認され

ているが，西川による多様性判断に従い，大分県内の 　　　　属は

未だ種未確認のものが多い。 

新蛛亜目 
METATHELAE 
タナグモ科 
Agelenidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足  
掲載なし 

Coelotes spp.

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

フノジグモ 
 

 

 

 

ほぼ県内全域 

 

 

本州中部以南，四国，九州 

 

 

林内，林縁を問わず，草地などをも利用している。 

 

 

ほぼ全県域に生息していたが，1985年ごろから減少中で，1995年

ごろからは個体数において「希少」と判断される。個体数減少が著し

く，特に都市部周辺では目撃例が急減した。 

新蛛亜目 
METATHELAE 
カニグモ科 
Thomisidae

Karsch

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

 

準 
掲載なし 

Synaema globosum japonicum

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

クロボシカニグモの１種 
 

 

 

 

ほぼ県内全域 

 

 

本州中部，九州 

 

 

山地低木類の葉上などを徘徊。 

 

 

1982年頃から，林内低木などでの発見が困難になり，1997年ごろか

ら個体数が急激に減少中である。米水津村沖の黒島では，オニヤブソ

テツ，ヤマアイなどの草本層で安定した個体群が維持されている。 

新蛛亜目 
METATHELAE 
カニグモ科 
Thomisidae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
掲載なし 

Xysticus sp.

 Coelotes




